
日本建築学会北海道支部2009度第2回常議員会議事録 

記録：森 

 

日時：平成21年 10月 16日（木）18:30～19:30 

場所：北海道建設会館ビル 支部事務所会議室 

出席：支部長：星野 

常議員：加藤、小澤、岩田、小椋、川村、佐伯、谷口、那須、原田、深瀬、森 

総務委員会委員長：菊地（優） 

   事務局：菊地 

 

Ⅰ 配付資料 

① 前回（2009年度第1回常議員会）議事録(案) 資料2-1 

② 理事会・支部長会議 議事 資料2-2 

③ 日本建築学会北海道支部 収支計算書 資料2-3 

④ 第33回北海道建築賞 資料2-4 

⑤ 北海道大学大学院工学研究科共用実験棟見学のご案内 資料2-5 

⑥ 「アーキニアリング展in札幌」報告書 資料2-6 

⑦ 平成21年度地震防災セミナーの後援依頼について 資料2-7 

⑧ 特色ある支部活動企画書 資料2-8 

⑨ 第11期「代議員」・2010年「本部役員」選挙日程 他 資料2-9 

⑩ 本部理事会・支部長会議資料 回覧資料 

 

 

司会：小澤 

Ⅱ 議事内容 

１ 前回（2009年度第1回常議員会）議事録（案）の確認 （谷口／資料2-1） 

・ 日時を修正することで（誤：平成22年→正：平成21年）、承認・確定された。 

 

２ 理事会・支部長会議報告（支部長より）            （星野／回覧資料および資料2-2） 

・ インドネシア・ジャワ島西部地震被災調査チームの派遣について、日本建築学会として20万円助

成することとなった。 

・ 国交省「建築の質の向上に関する検討」補助金事業とコンソーシアムへの参加に関して、日本建築

学会やJIA、建築士会などの12団体が集まって、建築基本法を策定する検討委員会が検討されてい

るとの報告があった。 

・ 男女共同参画学協会連絡会により、日本建築学会は会員の11％が女性であり、他の学会の平均5％、

よりも進んでいる方だが、今後もさらに共同参画を進めていくとの報告があった。 

・ 約30年前に寄贈され日本建築学会所有となっている三宅島研修所に関して、当該施設をNPOへ貸

し出し、高齢者や障害者の憩いの場として使用するとのことが報告された。 

・ 中長期計画の実施に関連して、学術推進委員会（全16委員会）を4つに統合すべきではないかと

いう提言が出されたが、反対意見が多く実現には至らなかったとの報告があった。 

・ 作品選奨に関して、10 作品の選出をこれまでの追認ではなく、理事会承認とすることとし、作品

選奨を別冊にするとのことの報告があった。 

・ 総合論文誌を希望配布とすることとなった。 

・ 2010 年度事業計画に関連して、個人会員で本年度 600 名、翌年は 700 人ほどの減少が見込まれ、

その減少を見据えた予算計画とその実施が求められているとの報告があった。 

・ 2009年度大会（東北）について、研究発表が6402題と過去５年間で最多であったのに対し、デザ



イン発表が119題と前回よりも3割減であったという概要報告があった。 

・ 支部長会議では、支部活動の活性化の動向について各支部から報告があった。例えば、一級建築士

実務経験認定に関わる大学院インターンシップについて各支部での取り組みの報告があり、北海道

支部としては現時点で企業と大学との橋渡し的な取り組みは行っていないとの報告を行った。また、

支部研究発表会の電子投稿システムの普及状況について各支部から報告があり、いくつかの支部で

まだ電子投稿へ移行していない状況があった。関連して、投稿料について、北海道支部が最も高額

であったが、支部発表会に要している費用は他と比べて同程度であり、各支部とも何らかのかたち

で回収していることが確認された。 

 

３ 支部経理報告                            （菊地（優）／資料2-3） 

・ 新公益法人制度に則っての2009年 9月 30日までの収支の説明が行われ、総収入が７割ほど、総支

出55％と、ほぼ予算計画通りの状況であることが報告された。 

 

４ 第34回北海道建築賞の報告について  （小澤／資料2-4） 

・ 北海道建築賞の決定について、資料2-4の通り報告があった。 

 

５ 構造・材料施工専門委員会主催見学会について （小澤／資料2-5） 

・見学会へは24名の参加があったなどについて、資料2-5の通り報告があった。 

 

６ アーキニアリング・デザイン展の報告 （小澤／資料2-6） 

・ アーキニアリング展について、カタログの販売について、支部作品集の販売分が支部の収益になっ

たこと、フライヤー記載の各法人から協賛金をいただいたこと、取り崩した支部学術振興基金の残

金は普通預金へ残ることなど、資料2-6の通り報告があった。 

 

７ 後援、共催依頼について （小澤／資料2-7） 

・以下1件が承認された。 

北海道建設部「平成21年度地震防災セミナー」 

 

８ 特色ある支部活動について （星野／資料2-8） 

・ 「北海道における漁業関連建築の歴史的研究」１件の企画書提出があり、現在審議中であるとのこ

とが報告された。 

 

９ 次期役員選挙（支部長、代議員及び常議員）について （星野／資料2-9） 

・ 支部長１名、常議員７名、代議員 3 名が改選となることが説明され、立候補の締め切りが 11/30、

本部届出が12/10締め切りであること等が確認された。 

 

10 その他 

・ 次回常任幹事会：12月 15日(火)17:00～ 

・ 次回常議員会 ：12月 15日(火)18:30～ 終了後、忘年会を予定 

 

 

以上 


